
 

WEB
http://nu-agr-se.flier.jp/ 
https://researchmap.jp/inatetsu25 
 

1 
THz  
THz X

 

 
2

 

 



 
 

 
 

 
 

 

1 2

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



流域的視点の水・土砂動態解明とグリーンインフラとしての森林

と水資源管理 

 

専攻：森林・環境資源科学専攻 

学科：生物環境科学科 

研究室：森林水文・砂防学研究室 

氏名：五味高志（教授） 

 

『研究キーワード』流域水循環／土砂動態／流木／斜面安定／根系／グリーンインフラ／水資源涵養／

防災・減災 

 

『研究シーズ・スキル』： ①森林をグリーンインフラとして、水・土砂・流木動態を流域で評価 、②

樹木・根系による斜面安定と土砂災害（流木含む）を解明 、③LiDAR 森林計測×流域観測の統合解

析 、④水資源涵養などの地域評価・マッピン 

 

『WEB サイト』 

研究室 HP：https://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~suido/ 

研究者総覧：https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100012553_ja.html 

 

研究テーマ：森林をグリーンインフラとして捉え、流域スケールにおける水循環や土砂・流木動態の解

明と評価を行い、水資源保全や防災・減災への応用を目指している。森林状態や管理の違いが水文応答

や土砂移動に及ぼす影響を観測・解析し、地域スケールでの水資源評価や適切な森林管理手法の提案に

つなげている。また、樹木や根系が斜面安定に果たす役割を明らかにし、土砂災害や流木発生プロセス

の理解を進めている。森林構造と斜面プロセスの関係を統合的に解析することで、気候変動下における

災害リスク評価と持続的な流域管理への展開を図っている。 

 

地下⽔涵養量

流域的視点のグリーンインフラとしての森林と⽔・⼟砂動態解明

森林状態と⽔循環や⼟砂・
流⽊動態評価に関する研究

樹⽊による斜⾯安定
機能解明

流⽊発⽣プロセス

森林状態と⽔・⼟砂
動態プロセスの解明

樹⽊と根系
斜⾯安定

LiDAR森林計測や
流域観測の融合

グリーンインフラとしての
森林の⽔⼟保全機能の評価

濃尾平野の
⽔資源涵養
マップ

•シカの⾷害 • ⼈⼯林の荒廃
適切な森林管理と
防災・減災
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森林樹木における種内の進化の歴史と局所適応を探究する 
 
専攻：森林・環境資源科学専攻 
学科：生物環境科学科 
研究室：森林生態学 
氏名：戸丸 信弘（教授） 
 
『研究キーワード』森林樹木；遺伝的多様性；遺伝構造；局所適応；進化；

集団ゲノミクス；集団遺伝；保全遺伝 
 
『研究シーズ・スキル』（1）集団遺伝学的解析；（2）集団ゲノミクス解析 
 
『WEB サイト』 研究室 HP：https://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~seitai/ 
  研究者総覧：https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100000362_ja.html 
  researchmap：https://researchmap.jp/read0192532 

 
○ 森林樹木の遺伝的多様性と遺伝構造 
 種が保有している遺伝的多様性は空間的に一様に分布することはほとんどなく、種によって程度の差は

あれ、地域や集団ごとに遺伝的多様性に高低があり、また、遺伝的分化を起こしている。この主な要因と

して、第四紀の気候変動にともなう分布の拡大・縮小や分断があげられます。森林樹木を対象に、集団遺

伝学や系統地理学の手法を用いて遺伝的多様性と遺伝構造を解明し、それぞれの種が経験してきた進化の

歴史を探究しています。 

 
○ 森林樹木の局所適応 
 広域に分布する樹種では、分布域内の異なる環境

への適応（局所適応）が生じていると考えられます

が、どのような遺伝的基盤によってその適応が生じ

ているかはほとんどわかっていません。ゲノムワイ

ドな多数の一塩基多型を用いた集団ゲノミクス解析

により、適応的な遺伝変異を明らかにし、自然選択に

関わる遺伝子を探索しています。この研究で明らか

になる適応的遺伝変異は、気候変動に対する森林樹

木とその生態系の保全策を検討する際に不可欠な情

報となります。 

 
○ 森林樹木の保全遺伝 
保全遺伝学的な観点から絶滅危惧種の保全にも取り組んでいます。東海地方の希少種であるシデコブシ

を対象に遺伝的多様性や遺伝構造、遺伝子流動および国内外来種コブシとの種間交雑による遺伝子汚染な

どを解明してきました。 

研究対象のブナが優占する冷温帯落葉広葉樹林 
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土木・建築分野における木材利用／環境評価／木材強度学 

 

専攻：森林・環境資源科学専攻 

学科：生物環境科学科 

研究室：木材工学研究室 

氏名：山崎真理子（教授） 

 

『研究キーワード』Timber Engineering／木材利用／強度評価／長寿命化／劣化評価／耐久性／LCA／

循環型社会／都市の木質化 

 

『研究シーズ・スキル』： ①木材・木質材料・木造建築エレメントの強度評価（疲労試験、実大を含

む）、②立木の力学診断、③社寺、城郭を含む木造伝統建築の材料評価、④木造建築の維持管理と劣化

診断、⑤木造建築の LCA 評価、⑥建築物・建設活動の SDGs貢献度、⑦木材の需給計画、⑧人工林内の

木材強度分布にマッチングした木造建築設計 

 

『WEB サイト』 

研究室 HP：https://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~biomeng/ 

研究室 Instagram：https://www.instagram.com/nagoyauniv.timbereng_lab/ 

研究者総覧：https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100003901_ja.html 

 

研究テーマ：建築材料として木材を使うことで、①人工林の再生（炭素固定機能の活性化）、②建築物

内での長期間にわたる炭素貯蔵、③建設段階の炭素排出量削減、④最終廃棄時のサーマルリサイクルの

４段階で脱炭素社会に貢献。木材生産と都市の木質化が両輪となり、生産－建設－利用－廃棄に至るラ

イフサイクル全体を持続可能なものとし、人にも地球にも負担をかけない健全な社会を目指す。 
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「先端的計測・解析技術による新たな森林管理技術の開発」 
 
専攻：森林・環境資源科学専攻 
学科：生物環境科学 
研究室：森林資源管理学 
氏名：山本一清（教授） 
 
『研究キーワード』LiDAR、UAV、衛星、リモートセンシング、脱炭素 
 
『研究シーズ・スキル』機械学習、深層学習、点群解析、システム収穫表 
 
『WEB サイト』研究室 HP：https://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~remosen/ 
 
○ 研究テーマ 1 点群解析システムの開発 
  LiDAR・空撮画像・衛星画像等から、樹木個体レベル・林分レベルの様々な森林資源情報（立木位置・

樹高・胸高直径・樹冠量・・・）を推定する技術の開発及び実装を行う。 

 

 
○ 研究テーマ 2 機械学習・深層学習による森林情報の DX 化手法の開発 
 LiDAR・空撮画像・衛星画像等から機械学習・深層学習など最新 AI 技術に

より森林情報の DX 化を行う手法の開発を行う。 

 
 
○ 研究テーマ 3 システム収穫表と LiDAR 解析の統合技術の開発 
 LiDAR 点群による樹木個体の解析結果（立木位置・樹

高・胸高直径）とシステム収穫表（DDPS）を統合し、

様々な施業効果や将来予測による持続的森林管理の最適化

技術の開発を行う。 

 



作物の形を決める遺伝子の探索とその育種への応用 

 

専攻： 植物生産科学専攻 

学科： 資源生物科学科 

研究室： 植物遺伝育種学研究室 

氏名： 縣 步美 (助教) 

 

『研究キーワード』イネ；野生種；形態形成；穂；収量；環境応答；植物遺伝育種学；遺伝学 

 

『研究シーズ・スキル』(1) 穂型を改良したイネ育種母本； (2) イネの形質転換体の作出 

 

『WEBサイト』 

研究室 HP： https://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~ikusyu/index.html 

研究者総覧： https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100012600_ja.html 

researchmap： https://researchmap.jp/60875087 

 

○ イネの穂型制御に関わる遺伝子の探索と利用 

 

イネの穂は多数の枝分かれ(分枝)から構成

される複雑な構造をしており、イネの収量構成

要素の一つである着粒数は穂の分枝パターン

の制御によってもたらされると考えられます。

私たちは、多収イネ品種に見られる穂の分枝構

造に着目し、穂型の大きく異なる品種間の交雑

後代を用いてQTL解析により分枝パターンを制

御している有用遺伝子の探索を進めています。 

 

○ 野生イネ遺伝資源の多様性を利用した植物繁殖戦略の理解と制御 

 

野生イネは多様な環境に生息し繁殖を最適化してきたため、

その形態的・遺伝的多様性は植物の繁殖戦略を理解するのに適

した材料です。特に子孫の数に大きな影響を与える穂形態は、

繁殖の最適化に重要な要素であり、その多様化を支える遺伝基

盤を解明することで、野生種の繁殖戦略の多様性を理解できる

と考えられます。そこで私たちは、野生遺伝資源が示す穂形態

の多様性を利用して、穂形態多様化遺伝子の単離とその機能解

析を進めています。 

 

顔写真 

野生イネが示す多様な穂形態 

コシヒカリと、穂を長くする遺伝子と多収の遺伝子を 

取り入れた系統 (Agata et al., Commun Biol (2020).) 



「研究テーマを一言で」 
植物の茎伸長メカニズムの解明 
専攻：植物生産科学科 
学科：資源生物科学科 
研究室：植物遺伝子機能 
氏名：芦苅基行 
『研究キーワード』 
イネ、茎伸長 
『研究シーズ・スキル』 
分子生物学的研究手法一般 
『WEBサイト』＜http://motoashikari-lab.com＞ 
○ 研究テーマ 1 
イネの茎伸長のメカニズム解明 
これまでの研究により、イネにおける茎伸長に関わる GA 生合成酵素遺伝子、GA の細胞内情報伝達に関
連する遺伝子、そして ACE1（ACL1）や DEC1といった新規の遺伝子が同定し、茎の伸長メカニズムの一
端を明らかにすることができました。しかし、これらの遺伝子が「いつ」「どこで」「どのように」発現し、

どのような遺伝子群を制御することで茎伸長が起こるのかという、遺伝子ネットワークの全体像について

は未解明です。現在、私たちの研究室では、遺伝学、発生学、分子生物学、生理学、生化学など、多様な

分野の知識や技術を駆使しこの複雑なネットワークの解明を進めています。 
また、イネで発見されたこれらの遺伝子が、他の維管束植物においても茎伸長を制御しているのかという

疑問にも取り組んでいます。特に、単子葉植物と双子葉植物の茎伸長メカニズムの共通性と相違点が存在

するのかを探るべく、現在、イネのみならず双子葉植物のモデルであるシロイヌナズナを用いて、ACE1や
DEC1のホモログ遺伝子の機能解析を中心に研究を進めています。さらに、茎伸長を促進する植物ホルモ
ンの GA についても、イネとシロイヌナズナで「いつ」「どこで」 GA 生合成が行われているかという時
空間的な制御機構を明らかにするため、現在、GA アトラスの作成にも取り組んでいます。これにより、
茎伸長を促進する GAの生成パターンを可視化し、その制御機構の理解を深めようとしています。 
また、コケ植物のゲノムにも、ACE1や DEC1に相同性のある遺伝子が見いだされています。これらの遺
伝子はどのような機能を保持しているのか、さらに茎を持たないコケ植物における遺伝子機能の進化的意

義に迫る研究を進めています。 
 
○ 研究テーマ 2 
イネの品種改良 
私たちは、基礎研究から得られた成果をもとに、イネの品種改良を行い普及する WISH プロジェクト
（WISH: Wonder rice Initiative for food Security and Health）を進めています。 
研究室ではこれまでイネの茎伸長に関わる遺伝子のだけでなく、イネの種子数を増加させる遺伝子（Gn1a）
や穂の 1次枝梗数を増加させる遺伝子（WFP）など、有用農業形質を司る遺伝子を多数見いだしてきまし
た（Ashikari et al. 2005, Miura et al. 2010）。これらの遺伝子をマーカー選抜育種法（戻し交雑と分子マー
カーによる選抜）を用いて、イネの改良を行っています。例えば、アフリカで作付けされているネリカ１

という品種に Gn1a や WFP 遺伝子をそれぞれ導入した系統、または２つの遺伝子を同時に導入した系統
は 1穂粒数が増加しました。さらに、これらの系統はケニアの 3地点で圃場試験が行われ、オリジナルの
ネリカ１より収量性が高い結果となりました（Kikuta et al. 2023）。現在、ケニアでこれらの系統を品種化
と普及に向けた準備が進められています。また、これまでにベトナムのイネ品種の開発と普及にも取り組

み（九州大学とベトナム国家農業大学との共同開発）、2 品種（DCG66 と DCG72）がベトナムの国家品
種として認定されました。2024年時点で、DCG66は約 2500ha、DCG72は約 1000haで栽培されており、
現在も栽培面積は拡大中です。さらにミャンマーのイネの品種改良にも取り組み、育成した系統群の品種

登録を進めているところです。このように、研究室で得られた成果を社会実装することにもチャレンジし

ています。 

 





植物細胞内に新しい区画（コンパートメント）をつくる 

 
専攻 ：応用生命科学専攻 
学科 ：応用生命科学科 
研究室：植物細胞機能研究室 
氏名 ：武田 真（准教授） 

 
『研究キーワード』   植物細胞、イネ、シロイヌナズナ、ベンサミアナタバコ、合成生物学、 
            膜のないオルガネラ（Membrane-less Organelles） 
『研究シーズ・スキル』 凝縮性タンパク質（condensation-prone protein）を利用した細胞内 
            コンパートメントの構築 
『WEBサイト』   

研究室 HP：https://takeda189.wixsite.com/website 
研究者総覧：https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100003458_ja.html 

Researchmap：https://researchmap.jp/read0133096/ 
ORCiD：https://orcid.org/0000-0003-1340-8622 

 
○ 植物細胞内における人工的細胞内コンパートメントの創出 
真核細胞は、核やミトコンドリアのような、膜に囲まれた様々なオルガネラをもちますが、それら以外に
も、膜に囲まれていない構造体を多くもちます。これらの構造体は、非膜系オルガネラ、生体分子凝縮体、
コンデンセートなどと呼ばれており、細胞内に区画をつくり、生体内の機能を分担しています。（よく知ら
れている非膜系オルガネラとしては、例えば、核小体があげられます。核小体はリボソーム RNAの転写と
リボソームの構築に大きな役割を果たします。）こうした構造体は、凝縮性をもつタンパク質が集まり、相
分離を起こすことで形成すると考えられています。私達は、類似の性質をもつ（自己集合性）タンパク質
を利用することで、植物細胞内に人工的な構造体（非膜系オルガネラ）Artificial Membrane-less Organelles 
(AMOs)をつくる研究を進めています。 

 
 
○人工的非膜系オルガネラのデザインと
機能付与 
植物細胞内に形成した AMO の性質がど
のように制御できるかを調べるととも
に、様々な性質の AMO をつくる研究を
しています。さらに、種々の機能性タン
パク質を AMO にリクルートさせること
で、植物細胞に新たな機能を付与するこ
とを目指しています。 

  



 ルᢠ体を⊂⮬ᢏ⾡で探索・๰生ࠖࢼーࣟࢡࣀᚓᅔ㞴なࣔྲྀࠕ
 
専攻：応用生࿨科学専攻 
学科：応用生࿨科学科 
研究室：分子生物ᕤ学研究室 
氏名：୰野⚽㞝 
 
『研究キーワード』 
ࣞࣉス࢕ࢹー࣒ࢯ࣎ࣜ、質ྜ成⣔ࢡルᢠ体、↓⣽⬊タンパࢼーࣟࢡࣀࣔࢠルᢠ体、࢘サࢼーࣟࢡࣀトࣔࣄ

イ、Ecobody ᢏ⾡、࢚ࣆトーࣆࢵ࣐ࣉンࢢ 
『研究シーズ・スキル』 
↓⣽⬊⺮ⓑ質ྜ成、ᢠ体スࣜࢡーࢽンࣆ࢚、ࢢトーࣆࢵ࣐ࣉンࢢ 
『WEB サイト』 

研究室 https://teruyo1.wixsite.com/molbiotech 
researchmap https://researchmap.jp/read0011501 

○ ↓⣽⬊⺮ⓑ質ྜ成⣔を用いた、࢘サࣟࢡࣀࣔࢠーࢼルᢠ体探索 
࢘サࢠのච␿シス࣒ࢸは、࣐࢘スな࡝の㱎ṑ㢮にẚ࡭、一᪉࢘サࢠᢠ体の┦⿵性決ᐃ㡿ᇦ

㸦Complementarity Determining Region：CDR㸧ෆのࣀ࣑࢔㓟の数は࣐࢘スよりも多く、そのため㧗い多

様性を生ࡳ出すことができる㸦࣐࢘ス H 㙐の

HCDR：~15 ࢠ㓟、࢘サࣀ࣑࢔ H 㙐の HCDR：

~20 㓟㸧。その⤖ᯝ࣐࢘スᢠ体はࣀ࣑࢔ KD ್が

10-9 M ⛬ᗘࡔが、࢘サࢠᢠ体のሙྜは 10-12 M
に㐩することがあり、そのためࡈくわࡎかな構

造の㐪いをㄆ㆑できるᢠ体がᚓられࡸすいこと

が▱られている。名ྂᒇ大学では、ᢠཎでච␿

した࢘サࢠᮎᲈ⾑およࡧ⭁⮚から᥇ྲྀした大量

の B ⣽⬊から、☢性ࣅーズを用いて、ᢠཎ特異的に

⤖ྜする B ⣽⬊を⃰⦰した後、単一 B ⣽⬊からᢠ

体遺伝子をቑᖜ・大⭠⳦↓⣽⬊タンパࢡ質ྜ成⣔で

ᢠ体をྜ成、スࣜࢡーࢽンࢢするᢏ⾡である

Ecobody ἲを㛤Ⓨした。本ᢏ⾡は大学Ⓨ࣋ンࣕࢳー

として iBody ᰴᘧ఍♫で♫఍ᐇ⿦されている

(https://www.ibody.co.jp/)。さらに⃰⦰した多数(10
の 3-5 ஌⛬ᗘ)の B ⣽⬊からᢠ体遺伝子をቑᖜ、▷

㙐 Fab としてࣜ࣎ࢯー࣒ୖにᥦ示してࢡࣞࢭシࣙ

ンを⾜ࢯ࣎ࣜ、࠺ー࣒࢕ࢹスࣞࣉイᡭἲ㸦ᅗ㸰㸧も

㛤Ⓨしている。 
 
 

 

ᅗ 1 Ecobody ἲのᴫ要 

ᅗ 2 ࢘サࢠ B ⣽⬊からのᢠ体ࣜ࣎ࢯー࣒࢕ࢹスࣞࣉイᴫ要 



 
○ ↓⣽⬊タンパࢡ質ྜ成⣔を用いたࣄトࣔࣟࢡࣀーࢼルᢠ体探索 
๓㏙の Ecobody ἲ、ならࡧにࣜ࣎ࢯー࣒࢕ࢹスࣞࣉイ᪉ἲを用いて、ࣄトࣔࣟࢡࣀーࢼルᢠ体のྲྀᚓᢏ⾡

を㛤Ⓨした。最㏆、⭠ෆ⣽⳦にᑐするࣄトࣔࣟࢡࣀーࢼルᢠ体を、ྠ ᡭἲによりྲྀᚓし解析を進めている。 
 
 ࢢンࣆࢵ࣐ࣉトーࣆイἲによる࢚ࣞࣉス࢕ࢹー࣒ࢯ࣎ࣜ ○
ྲྀᚓしたࣔࣟࢡࣀーࢼルᢠ体の࢚ࣆトーࣉを決ᐃすることは、ࢥストと᫬間がかかるࢭࣟࣉスである。ࣜ

イとࣞࣉス࢕ࢹー࣒ࢯ࣎ NGS 解析、さらにࣂイ࢜インࢡ࢕ࢸ࣐࢛ࣇス解析を⤌ྜࡳわࡏることで、㎿㏿

Ᏻ౯に࢚ࣆトーࣉを決ᐃするᡭἲを㛤Ⓨした。https://doi.org/10.1016/j.jbiosc.2024.01.008 
 
 
 



「植物の体内時計の理解と時間調節技術の開発」 
 
専攻：応用生命科学専攻 
学科：応用生命科学科 
研究室：植物統合生理学研究室 
氏名：中道 範人（教授） 

 
『研究キーワード』植物；体内時計；低分子化合物；ケミカルスクリーニング 
 
『研究シーズ・スキル』（1）体内時計を調節する技術；（2）植物タンパクを材料としたオミクス研究 
 
『WEB サイト』 
 研究室 HP：https://nnakamichi11.wixsite.com/my-site 
 研究室総覧：https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100005784_ja.html 
 Google scholar：https://scholar.google.com/citations?user=bZmb1XQAAAAJ&hl=en 

 
○ 植物の体内時計のメカニズムの理解 
 植物の体内時計（生物時計、概日時計ともよばれる）は、環境の昼夜変化への応答に重要な役割を果た

します。また、植物の体内時計は、体内

時刻と環境の日長を測定することで季

節の変化を認識して花芽形成を促しま

す。私たちは、モデル植物のシロイヌナ

ズナで時計に必須な遺伝子の同定や、遺

伝子産物の生化学機能の解明などによ

って、体内時計の分子モデルを明らかに

してきました。また、網羅的な解析（オ

ミクス解析）によって、体内時計がどの

ような分子経路によって個々の生命現

象が特定の時間に発現するしくみを明

らかにしています。 

 
○ 植物の体内時計の制御 〜気候変動への適応策の一環として〜 
 作物の花成・開花・結実の時期を早めることは、栽培に不適切な時期を迎える前に収穫できることにつ

ながるので、有益な気候変動への適応策となります。事実、穀物の栽培地域の拡大に貢献してきた花成時

期が変化した品種のいくつかは、シロイヌナズナの時計遺伝子のホモログに変異がおきていました。私た

ちは、体内時計の理解と制御を目指したハイスループット・ケミカルスクリーニングを実施し、時計を調

節する人工化合物を発見し、化合物の作用機序を解明することで、新たな時計因子を同定しています。よ

り効果的な人工化合物の開発や、人工化合物の作用を模倣する DNA 変異を作出することなどで、体内時

計と花成時期を任意に操作できるユニークな技術へと展開していきます。 

 

 



有機合成による天然有機化合物とその誘導体の供給 

 
専 攻：応用生命科学専攻 
学 科：応用生命科学科 
研究室：生物有機化学研究室 
氏 名：西川俊夫 
 
『研究キーワード』有機合成化学、天然物化学、テルペン、ポリケチド、アルカロイド、糖アミノ酸 
 
『研究シーズ・スキル』有機合成による天然有機化合物の供給、構造決定など 
 
『WEB サイト』 
研究室 HP：http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~organic/ 
研究者総覧： https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100002366_ja.html 
Research map：https://researchmap.jp/organic-1111 

 
○ 生物活性天然物の網羅的化学合成による新たな生物活性の探索 

例 1：フグ毒テトロドトキシン（TTX）と 14 種類の天然類縁体を化

学合成した。それらの生物活性の評価から無毒の天然類縁体

である 5,6,11-トリデオキシ TTX がフグを誘引する活性があ

ることを初めて見出し、これまでの猛毒の TTX がフグを誘引

するという定説を覆した。また、5,6,11-トリデオキシ TTX そ

の生物学的意義を推定した。 
例 2：海産グアニジン天然物クランベシンカルボン酸と 20 種類の類

縁体を合成した。本化合物には特徴的な生物活性は報告され

ていなかったが、独自の生物活性の評価から脱炭酸型クラン

べシン B があるイオンチャネルの強力な調節剤であることを

見出した。 

 
○有機合成化学を活用した天然有機化合物の生合成機構の解明と合成への応用 
例：食用キノコ茶樹茸に含まれる成分チャキシン B の生合成を推定、それに基づき数種類の天然類縁体を

化学合成した。広範な生物活性評価の結果、マツタケ菌糸の成長促進、チェックポイント阻害などの

活性を発見した。なお、この研究の過程で報告されていた立体配置の誤りを修正した。 

 

Chem. Rec. 2013, 13, 286-302.

BMCL 2017, 27, 1247

化学合成

⽣物活性評価

15 類縁体 20 類縁体

Sci. Rep. 2022, 15087. 

Org. Biomol. Chem. 2016, 14, 5304
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古細菌特異的なイソプレノイド代謝経路の解明と代謝工学的応用 
 
専攻：応用生命科学専攻 
学科：応用生命科学科 
研究室：応用酵素学研究室 
氏名：邊見 久（教授） 
 
『研究キーワード』古細菌；イソプレノイド；古細菌膜脂質；メバロン酸経路；デカルボキシラーゼ；

キナーゼ；フラビン補酵素；酵素化学；代謝工学；X 線結晶構造解析 
 
『研究シーズ・スキル』(1) 古細菌メバロン酸経路の導入によるイソプレノイドの生物生産の増強  
(2) 脂溶性イソプレノイド代謝酵素の解析 (3) ラジオアイソトープを用いた取り込み実験 
 
『WEB サイト』 研究室 HP：http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~bmm/ 
  研究者総覧：https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100000158_ja.html 
  Researchmap：https://researchmap.jp/read0055293 
 
○ 古細菌型メバロン酸経路の解明と代謝工学的応用 
 メバロン酸経路は、自然界最大の天然化合物群である

イソプレノイドの生合成前駆体を供給する代謝経路であ

り、生物における様々な有用化合物の生産効率を左右し

ます。我々は、古細菌や真正細菌から、既知のメバロン酸

経路とは一部異なる中間体を経由する変形メバロン酸経

路を複数見出し、それらの経路を利用した有用イソプレ

ノイドの生産増強に取り組んでいます。特に、変形経路の

ひとつである古細菌型メバロン酸経路は、前駆体の生合

成に必要とされる ATP 量がその他のメバロン酸経路と比べて少ない省エネルギー経路であり、代謝工学

的な利用価値が高いと期待されています。また、同経路を構成する新奇酵素群の解析も進めています。 

 
○ 古細菌膜脂質生合成酵素の解析と生体膜エンジニアリング 
 古細菌の膜脂質は、真核生物や真正細菌のものとは大

きく異なる構造を有しており、その生合成には新奇性の

高い酵素群が関わっています。我々はそのような新奇酵

素群の探索と解析を進めています。さらに、ある種のメ

タン生成古細菌に、本来存在しない膜脂質の生合成遺伝

子を導入することで、膜脂質の組成を変化させる「生体

膜エンジニアリング」にも取り組んでいます。この手法により、野生株に比べて環境ストレスに強い生体

膜を持ったメタン生成古細菌を作製し、メタン発酵を高効率化させることを目指しています。 
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Ỉ⏣ᅵተの㓟化㑏ඖ཯応に関わるᚤ生物の特性と⩌㞟ື態 
 
専攻：応用生࿨科学専攻 
学科：応用生࿨科学科 
研究室：ᅵተ生物化学研究室 
氏名：Ώ㑓೺ྐ㸦෸教ᤵ㸧 
 
『研究キーワード』Ỉ⏣、ᅵተ、イネ、㕲㓟化⣽⳦、࣓タン生成ྂ⣽⳦ 
 
『研究シーズ・スキル』㕲㓟化⣽⳦のᇵ㣴、࣓タン生成ྂ⣽⳦のᇵ㣴、ᚤ生物⩌㞟解析 
 
『WEB サイト』 研究室 HP：https://soilbiolchem.wixsite.com/home 
  研究者総覧：https://profs.provost.nagoya-u.ac.jp/html/100002478_ja.html 
  researchmap：https://researchmap.jp/read0149084?lang=ja 
 
○ Ỉ⏣環境に生息するᚤዲẼ性㕲㓟化⣽⳦の特性と⩌㞟ື態に関する研究 
 Ỉ⏣では‣ỈࡸⴠỈにకいᅵተ୰で㕲の㓟化㑏ඖ≧態が大きく

ኚ化します。また、‣Ỉ≧態であっても、ᅵተ⾲ᒙࡸỈ✄の᰿の࿘

㎶のよ࠺な、㓟化的な㒊఩と㑏ඖ的な㒊఩の境⏺となるሙᡤでは

㕲の㓟化㑏ඖ཯応がάⓎに㉳こります。私たちは、これまでの研究

からప㓟素⃰ᗘ᮲௳ୗでᚤዲẼ性㕲㓟化⣽⳦が㕲㓟化に関わるこ

とを明らかにしました。㕲の㓟化㑏ඖ཯応は、Ỉ⏣ᅵተ୰のⅣ素、

❅素、ࣜ ン、その௚ඖ素のື態にも大きな影響をཬࡰします。⌧ᅾ、

ᚤዲẼ性㕲㓟化⣽⳦がỈ⏣ᅵተ୰の物質ື態に࡝のよ࠺に関わる

のかを明らかにすることを目的として、Ỉ⏣環境より分離したᚤ

ዲẼ性㕲㓟化⣽⳦の特性ࡸ、Ỉ⏣ᅵተ୰の㕲㓟化཯応とᚤዲẼ性

㕲㓟化⣽⳦⩌㞟のື態の関ಀを解析しています。 
 
○ Ỉ⏣ᅵተの࣓タン生成ྂ⣽⳦の特性と⩌㞟ື態に関する研究 
 Ỉ⏣は 室ຠᯝ࢞スの一種である࣓タンの୺要なⓎ生ཎであ

り、その࣓タンは࣓タン生成ྂ⣽⳦により作られます。しかし⤯ᑐ

᎘Ẽ性⳦であるためᇵ㣴᧯作が↹雑であり、Ỉ⏣から分離され、そ

の特性が解析された࣓タン生成ྂ⣽⳦は㝈られています。また、生

育がᅔ㞴なはࡎのⴠỈᮇᅵተでも生ṧしているな࡝、Ỉ⏣ᅵተ୰

の࣓タン生成ྂ⣽⳦の生態には多くの␲ၥがṧっています。本研

究では、Ỉ⏣ᅵተ୰の࣓タン生成ྂ⣽⳦の生態を明らかにするこ

とを目的として、ᅵተから࣓タン生成ྂ⣽⳦を分離してྛ種特性

を解析している࡯か、分子生物学的ᡭἲを用いたỈ⏣ᅵተ୰の࣓

タン生成ྂ⣽⳦⩌㞟の多様性ືࡸ態の解析を進めています。 

 

Ỉ⏣ᅵተ⾲ᒙおよࡧỈ✄᰿ᅪの㕲㓟化の様子(ᕥ)

およࡧ分離したᚤዲẼ性㕲㓟化⣽⳦(ྑୖୗ) 

 

Ỉ⏣ᅵተから分離した Methanosarcina ᒓの

࣓タン生成ྂ⣽⳦ 

 


